
治療 期末試験 2月1日  

ち、文藍が正しくないものにX印をつけ、間違いの部分を指摘し、ごく簡潔に訂正せよ。  

甜ま言丁正・しないこと。  

ている副交感神絡まその興奮によって心筋拍動を減少させる。  

る眼内圧低下が有効であり、カノレくコールなどが用いられる。  
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を介した弛緩を生じるので、β用薬lお喘息に禁忌である。  1受容体荊  

債  亡て鍵綬サろのでβ作研摩【つ轟負  β⊃営倉イ  

ダントロレンはNa＋チャネノ  

らのd†の邁離1四身串。  
じ起源であり、主にエビネプリンを血中に分泌する。  
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フエノキシベンザミンはα受容体に共有結合し可  

覚醒剤のアンフェタミンはモノアミンオキシダーゼ  

－1千丈去 ドパ ミンはノルエビネフリンの前駆体であるが、それ自体もイ  静注す  伝達物質であり、  

をしめす。  

骨格筋の細動脈平滑筋ではβ2  感神経興奮により弛緩する。  受容体よ  

各絹が亨．穆碓  〆変質イ  

1－13 太いフィラメントを形成する骨格筋  タンパクはミ   

・ミニーニ  
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副交感神経活動の増大によ  容体刺激を介している。  

■ピーーー‾‾   

により重症筋無力症治療に用いられる。  ネオスチグミンはそのアセテルコリ  

コリニ∴プ  



2．次のそれぞれ2つの責苦句を関連付けて明確にかつ簡潔に説明せよ（ただし薬理・薬物治療lの範   

囲内で）。  
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促適マう卯多作鱒勢である♂  
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イ箪嗣が暴き。  

魂遠去孟麗 ついての以下の 
しこ間し1ら中る。  
よ。  文章  肺iヽ－ロ′1＿⊂r■・○  

運動神経は緯禾却付近で材となり、  中枢神経からのインパルスは脊髄（由で運動神経へと伝達され。  インパルス  

、らの  （亜を介してアセチルコリンを遊離する。終板に  は終末部で（c）流入を引き起こすことによりシナ  

は（e）型受容体である（8受容体が高密度に存在し、そ触ま（dを生じさせて、払）に達すると（i）が発生し、  

∽効果器の生理機絶を発拝させる。（j）はアセチルコリンの分解を抑糾することにより、任）受容体刺激を増強  

妄－そフ与三千L  
する。非可逆的に分解を抑制する（糾こより中毒が生じた時は（1）を用いる。  
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を介  臨床的に使用されているもののうち、作用機序が異なる  して作用する  ▲Jを－3．  で、  

薬物を2つ挙げ、その違いを含めて作用を簡潔に解説せよ。  

こ㌧ゥそリブ  に窮告  
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と逆転する現象が知られている。ろニヒ  4．エビネフリンの静脈内注射による血圧変化I£フエントラミンを前投与する  

この機構を簡単に解説せよ。  
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